
 

 

 

 

 

 

人がひとになるには人とのかかわりが必要！～スリンプル研修会～ 

  コミュニケーション力について、全国的に次のような課題が見受けられます。 

▲デジタルのひずみで、社会性やコミュニケーション力が育っていない。 

▲子供の語彙が少ない。言葉の使い方を知らない。 

本校では、安心して学校生活を送るためのコミュニケー

ション力を身に付けさせることを目的に、スリンプルプロ

グラムを導入しています。 

 ２日（火）、「Slimple（スリンプル）」の提唱者、代表の

曽山和彦先生が本校を訪問され、スリンプルプログラムの

実践場面を参観されました。また、３年２組では示範指導

も行ってくださいました。 

 曽山先生は本校生徒の「落ち着いた授業態度」と「仲間同

士のかかわりのよさ」に感心して、帰っていかれました。 

示範指導を受けた３年 2 組の生徒の感想を紹介します。 
 

古郡妃
ひ

菜
な

さん：今日はスリンプルをして、３年２組が示

範指導に選ばれた。普段は４人組で話をしていたが、２

人組で話をした。いつもより聴くことができた気がした

し、疑問や質問が広がると感じた。ルールをいつも以上

に意識できたと思う。今後は、「ありがとう」や「よろ

しく」を意識しなくても自然に言えるようにしたい‼  

田中陽
はる

來
き

さん：スリンプルで、新しい班の人たちと質問

じゃんけんをして仲を深めることができた。今後は、深

めた仲を生かして、授業中に教え合って受験に向けて頑

張りたい。 

加藤美
み

結
う

さん：曽山和彦先生の示範指導では、普段とは

少し違うスリンプルでおもしろかった。２人組で行った

ことで、話が頭により入りやすく、後のフリートークで

も細かい点まで話をすることができた。 
  

 社会で求められる力の一つである「コミュニケーション力」を伸ばしていくために、今後も

スリンプルプログラムの改善を図りつつ、継続していきます。   【文責：校長 工藤雅史】 
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尾花沢
お ば ね

を背負
し ょ

って立つ学校～自分たちで創り上げるシン尾花沢中～ 

長根の山の ふもとはら 遠いゆかりの おもだかの 

校長通信 

「アドジャン」の質問項目の例 

□海外旅行で行きたいところは？ 

□好きなテレビ番組・ラジオ番組は？ 

□尊敬している人（歴史上の人物等）は？ 

□今はまっていること（趣味）は？ 

□好きな芸能人（スポーツ選手）は？ 

□お薦めの映画は？ 

□好きな歌は？ 

□ちょっと自慢できることは？ 

□好きな都道府県は？ 

□休日の過ごし方は？ 

※ご家庭でもぜひやってみてください。 


